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草野 美智子＊   
 
For Career Education—An Approach from the Methods of Teaching National Language 
 Michiko Kusano＊ 
 
Achieving smooth communication is closely related to each student’s proficiency in Japanese.  In this study, an approach 
from the methods of teaching Japanese is introduced concerning the development in the ability of communication and that of 
building and expanding the relationships with others, making use of a perspective of career education through acquiring the 
ability of logical thought to state students’ own opinions properly and establishing themselves.  
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問 7 役に立ったか 
   ある程度役に立った（18.6%）    
   大変役立った（81.4％） 
   あまり役に立たなかった（0%） 
ほとんど役に立たなかった（0％） 
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ート結果（有効回答 109 名）は、以下の通りである。 
問１ 他の面接質問事項も調べたか 
はい（19.4%）いいえ（72.2%） 
問 2 発表を聞く態度 
   大体聞いていた（8.9%） 
   大変注意深く聞いていた（91.1%） 
発表者や内容によって聞いていた（0%） 
違うことをして聞いていなかった（0％） 
問 3 何度人前で発表したか 
   0 回 12 人（11.0%） 
1 回 63 人（57.8%） 
   2 回 20 人（18.3%） 
   3 回 11 人（10.1％） 
   4 回以上 3 人（0.3％） 
問 4 問 3 で、発表しなかった、または１回しか発表しな
かった理由はなにか。 
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